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農業委員会だより
29
年
度
農
業
者
等
と
の
意

見
交
換
会

　
29
年
度
農
業
団
体
と
北
上
市
議
会
議
員

と
の
研
修
交
流
会
は
１
月
17
日
、
ホ
テ
ル

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
北
上
市
議
会
議
員
と
花
巻
農
業

29
年
度
農
業
団
体
と
北
上

市
議
会
議
員
と
の
研
修
交

流
会

　
北
上
市
農
業
委
員
会
は
２
月
１
日
、
江

釣
子
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
農
業
者
等

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
会
は
、
市
の
農
業
の
発

展
に
向
け
、
農
業
者
の
意
見
を
幅
広
く
取

り
入
れ
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
参
加
者
は
82
人
で
第
１
部
で
は
、
５
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
班
　
農
業
所
得
の
向
上
策
】

・
経
費
で
農
業
機
械
の
金
額
が
占
め
る
割

合
が
高
く
、
新
品
は
高
額
の
た
め
、
中
古

品
を
中
心
に
購
入
し
て
い
る
。

・
耕
作
者
を
探
す
際
、
法
人
な
ど
が
優
先

さ
れ
、
個
人
経
営
者
に
は
情
報
が
届
か
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

【
２
班
　
担
い
手
育
成
と
新
規
就
農
】

・
若
い
人
は
地
域
に
い
る
が
独
身
が
多
い
。

・
後
継
者
に
ど
れ
だ
け
そ
の
ま
ま
農
地
や

機
械
を
引
き
継
げ
る
か
知
り
た
い
。

【
３
班
　
中
山
間
地
域
の
農
業
】

・
水
田
の
区
画
面
積
が
小
さ
く
、
大
型
機

械
も
入
れ
ず
作
業
効
率
が
悪
い
。

・
中
核
と
な
る
農
家
で
営
農
組
織
を
結
成

で
き
れ
ば
、
農
業
は
継
続
で
き
る
。

【
４
班
　
農
地
中
間
管
理
事
業
と
農
地
の

集
積
・
集
約
】

・
集
積
を
80
％
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
話
し
合

い
を
進
め
て
使
う
か
ど
う
か
を
決
め
れ
ば

よ
い
。

・
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
引
き
出
せ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
５
班
　
食
育
・
食
農
】

・
農
作
業
体
験
が
一
番
、
体
で
学
べ
て
将

来
の
食
育
や
食
農
に
も
役
立
つ
。

・
も
っ
と
、
地
元
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
て
食

の
安
全
や
安
心
へ
の
認
識
を
高
め
る
べ
き
。

　
各
班
に
共
通
す
る
意
見
も
多
く
、
そ
の

他
に
も
担
い
手
不
足
、
雇
用
者
不
足
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
の
後
に
は
、

班
ご
と
に
出
た
意
見
を
発
表
し
全
体
で
情

報
を
共
有
し
ま
し
た
。
第
２
部
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
タ
イ
ム
で
は
参
加
者
が
農
業
に
つ

い
て
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
農
業
者

の
意
見
を
市
の
農
業
施
策
に
反
映
し
、
今

後
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
　 (

農
業
委
員
　
佐
藤
　
幸
枝)

｢食育・農育｣をテーマに意見交換を行う農業者

｢担い手育成｣について意見を話す農業者

協
同
組
合
、
岩
手
中
部
土
地
改
良
区
、
市

農
業
委
員
会
の
約
１
１
０
人
が
参
加
。
主

催
者
を
代
表
し
、
花
巻
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
の
阿
部
勝
昭
氏
が
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
後
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政

局
岩
手
県
拠
点
総
括
農
政
推
進
官
渡
部
久

一
氏
を
講
師
に
迎
え
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
渡
部
氏
は｢

農
業
を
め
ぐ
る
課
題
及
び

政
策
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
資
料
と
ス
ラ

イ
ド
を
交
え
て
講
演
。
全
国
と
北
上
市
の

農
業
の
現
状
、
農
政
へ
の
対
応
状
況
や
29

年
度
の
補
正
予
算
、
30
年
度
の
予
算
概
要
、

収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
普
段
不
安
に
感
じ
て
い

る
輸
出
米
や
所
得
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
の
養

成
・
育
成
、
労
働
力
の
確
保
な
ど
、
今
後

の
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
後
は
、
情
報
交
換
会
が
行

わ
れ
、
農
業
団
体
と
北
上
市
議
会
と
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　 (

農
業
委
員
　
髙
橋
　
純
子)

｢中山間地域の農業｣をテーマにワークショップ
を行う農業者

講義後に質問を行う農業委員



－ 177 － 第650号

◆農業や農地のことなどは地域の農業委員や農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局に気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8246、72-8247  

昆
野
　
宏ひ

ろ

き紀
さ
ん (

34
歳
・
口
内
町)

　
酪
農
家
の
長
男
と
し
て
育
っ
た
昆
野

さ
ん
は
、
実
家
の
跡
を
継
ぐ
た
め
高
校

卒
業
後
、
北
海
道
の
短
期
大
学
へ
進
み
、

酪
農
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
、
規
模
の
違

い
な
ど
か
ら
、
北
海
道
の
よ
う
な
酪
農

は
口
内
町
で
は
無
理
だ
と
思
い
断
念
。

し
ば
ら
く
は
工
場
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
が
、
自
分
で
何
か
を
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
は
実
家
で
水

稲
と
小
菊
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　｢

小
菊
栽
培
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
正

解
が
な
い
分
や
り
方
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

作
り
方
が
人
に
よ
っ
て
全
く
違
う
と
こ

ろ
。
こ
れ
か
ら
は
品
質
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い｣

と
話

す
昆
野
さ
ん
。
今
年
か
ら
小
菊
の
面
積

夢
や
希
望
が
た
く
さ
ん
！

を
15
㌃
か
ら
倍
の
30
㌃
に
増
や
し
て
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
や
農
協
青
年
部
、

消
防
団
な
ど
、
地
域
の
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
夢
や
希
望
も

多
く
あ
り
、
口
内
の
自
然
を
生
か
し
て

人
を
呼
び
込
ん
だ
り
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
な
ど
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ

と
を
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
口
内
町
は
と
て
も
い
い
所
と
目
を
輝

か
せ
て
語
る
昆
野
さ
ん
は｢

カ
ッ
コ
い

い｣

好
青
年
で
し
た
。

　
　
　
　(

農
業
委
員
　
昆
野
　
広
子)小菊栽培のおもしろさを話

してくれた昆野さん

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

農地法 12月 １月 ２月
３条 2 3 6

1,399 3,721 83,392
４条 0 0 0

0 0 0
５条 12 9 9

16,042 12,118 11,736
適用外証明 2 2 3

993 61 668
農用地利用 53 40 74
集積計画 489,895 241,672 512,076
◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的
　に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権
　などの権利を設定または移転する場合で受け
　手側が大規模農家の場合

　
農
業
委
員
会
は
、
30
年
度
の
農
作
業
労

賃
標
準
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
標
準
額
は
、

農
作
業
の
受
委
託
の
際
、
参
考
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
毎
年
度
定
め
て
い
ま
す
。

　
30
年
度
の
標
準
額
は
、
農
業
委
員
会
総

会
で
審
議
し
、
前
年
度
に
設
定
さ
れ
た
標

準
額
を
据
え
置
く
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、｢

税
抜
標
準
額｣

と｢

税
込
標
準
額｣

を
併
記
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
に
農
作
業

労
賃
標
準
額
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
作
業
労
賃
標

準
額
表
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

　
牧
草
作
業
の
標
準
額
に
関
連
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
畜
産
農
家

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

牧
草
作
業
の
標
準
額
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

◇
農
地
法
３
条
の
３
第
１
項
の
届
け
出

　
相
続
な
ど
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
人
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届

出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

　｢

農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
書｣｢

登
記
完
了
証｣

な
ど
権

利
の
異
動
が
分
か
る
書
類(
写
し)

30
年
度
農
作
業
労
賃
標
準

額
を
決
定

◇
農
地
転
用
許
可
後
の
進
捗
状
況
報
告
書

　
農
地
法
第
４
条
お
よ
び
第
５
条
の
許
可

を
受
け
農
地
転
用
を
行
う
場
合
、
転
用
許

可
日
か
ら
３
カ
月
後
、
そ
の
後
１
年
ご
と

に
工
事
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
ま
た
、

工
事
が
完
了
し
た
時
は
、
遅
滞
な
く
そ
の

旨
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
書
類

　｢

農
地
転
用
許
可
後
の
工
事
進
捗
状
況

報
告
に
つ
い
て｣｢

現
況
写
真｣

各
２
部

編
集
委
員
長
か
ら
一
言

　｢

農
業
委
員
会
だ
よ
り｣

の
誌
面
活
用
に

よ
る｢

地
域
に
密
着
し
た
情
報
提
供
活
動｣

は
情
報
の
公
表
の
観
点
か
ら
も
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
の
８
人

は
、
よ
り
良
い
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め

｢

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ｣｢

農
業
委

員
会
活
動
報
告｣｢

地
域
農
業
情
報｣

の
３
つ

の
内
容
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
編
集
し
、
掲
載

す
る
こ
と
を
今
後
も
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　 (

編
集
委
員
長
　
菊
池
　
慶
幸)

新
会
長
が
決
定
し
ま
し
た

　
３
月
５
日
、
新
農
業
委
員
会
会
長
と
会

長
職
務
代
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　

　
　
　 

小
原
　
富ふ

み

お

美
雄(

53
歳
・
二
子
町)

　
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

　
　
　 

佐
藤
　
良

り
ょ
う
い
ち
一(

69
歳
・
下
江
釣
子)


